
■日時：令和３年７月２０日（水）1３:３０～１５：45

■開催形式：Web開催

■参加団体：１４社（計21名）

住民の避難行動に結びつく情報発信のために R３.７.２０

近畿地方整備局 河川部 水災害予報センター

○近畿地方メディア連携協議会は近畿地方整備局・大阪管区気象台・各メディア報道関係者で構成してお

り、住民の避難行動に結びつく情報発信を目指して43名が参加し『第５回近畿地方メディア連携協議会・

共同勉強会』を令和３年７月２０日に開催しました。

○共同勉強会では近畿地方整備局、大阪管区気象台より河川情報、防災気象情報に関する情報提供を

行い意見交換しました。

第５回近畿地方メディア連携協議会・共同勉強会の概要

共同勉強会の内容等について

【問合せ】国土交通省近畿地方整備局水災害予報センター
〒540-8586大阪市中央区大手前1-5-44TEL06-6942-1141（代表）

○近畿地方整備局では、河川の生配信を

YouTubeで公開されているが、映している河川が

周期的に切り替わる。テレビ放送では扱いにくい

ので、各河川毎に配信して欲しい。

→近畿地整と映像配信の協定を締結している

機関であれば各河川毎の映像の入手が可能で

す。御社の状況を確認したうえで対応させていた

だきます。

近畿地方整備局

○近年の主な豪雨災害

○河川の基本的な用語と河川情報の提供について

○治水対策の考え方

○ダムについて

（ダムについて・既存ダムの洪水調整機能強化）

大阪管区気象台

○防災気象情報の伝え方の改善

メディア連携協議会でのおもな質疑

○水位周知河川について、氾濫危険情報をはじめと

した情報は発表されるのか。

発表される場合、報道機関にはどのように伝達が

されるのか。

→水位周知河川は河川の規模が小さいことから

予測情報を提供することが困難で水位予測を

行わない。現況水位に関する情報(水位到達情

報)のみ発表します。

川の防災情報で情報を提供しているので、

そこから確認することができます。

～「第５回近畿地方メディア連携協議会・共同勉強会」を開催しました～
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「第５回近畿地方メディア連携協議会・共同勉強会」説明資料

9月19日 9月20日

●近畿地方メディア連携協議会の状況等

●近年の主な豪雨災害について

●治水対策の考え方

●防災気象情報の伝え方の改善

令和２年度の
取組状況と
令和３年度の
実施予定に
ついて説明

直近で発生した
自然災害を説明

近畿地方メディア連携協議会⇒ https://www.kkr.mlit.go.jp/river/iinkaikatsudou/mediacooperation/index.html (第５回資料は追って掲載予定)

初めて防災に携わる
方々向けに河川の用
語、構造物について
説明

●河川の基本的な用語と河川情報の提供について

洪水調整機能
について説明

事前放流に
関して説明

流域治水の概要及び
関連法案について、
説明

HPをリニューア
ルしたので、
概要を説明
キキクルを周知

近畿管内におけ
るこれまでの主
な豪雨災害につ
いて紹介

また、今年度の
伝え方の改善に
ついて説明

水害リスクの
高まりと気候
変動等について
説明

近畿地方整備局管内で
発生した自然災害の
概要を説明

●ダムについて

近畿地方整備局管内のダムを紹介、
操作について説明


